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付議第１号

新図書館等複合施設整備基本計画の策定に関する議案

｣!

別添のとおり新図書館等複合施設整備基本計画を策定することについて、高知

県教育委員会事務委任規則（平成４年高知県教育委員会規則第１号）第２条第３８

号の規定により議決を求めます。

[響１１１１議讓；第２条教育委員会は、次に掲げる事務を除き、その権限に属する事務を教育長に委任する。

（38）前各号に掲げるもののほか、教育委員会が特に重要と認める事項を決定すること。
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※下線部分はH23.6.15以降の主な変更個所

はじめに

現在の高知県立図書館（以下、「県立図書館」という｡）は昭和48年、高知市民図書館（以下、「市

民図書館｣という｡）本館は昭和42年に建設されて以来､高知県･高知市の中核図書館として､県民・

市民に広く活用されてきた。また、高知市立高知点字図書館は、市民図書館本館の建設に併せて昭和

42年に設置され、視覚障害者の読書を支援してきた。高知市子ども科学図書館は、昭和56年に高知

市立潮江市民図書館内に開設され､子どもたちの科学体験や科学学習の基地として親しまれてきた。

しかしながら、いずれの施設も狭随化､老朽化力確み新しいサービスの展開が困難な状況になっ

ており、また、耐震対策などの課題も有している。

一方、高度情報化社会を迎え、図書館に求められる役割は多様化・専門化している。また、点字図

書館においてもその役割は大きな環境変化に直面し、科学館の分野においても新しいサービスが求め

られている。

こうした現状やそれぞれを取り巻く時代の変化を受けて､各施設の果たすべき役割や機能を見直し、

新しい時代にふさわしい内容を持った施設として整備することが重要な課題となっている。

こうしたことから、高知県と高知市では、県立図書館と市民図書館本館の一体的な整備に向けた基

本構想を策定するため､平成22年10月に噺図書館基本構想検討委員会｣を設置するとともに、噺

点字図書館基本構想検討委員会｣、「子ども科学図書館・こども科学館基本構想検討委員会」をそれぞ

れ設置した。

各委員会では、施設のあり方や役割、必要とする機能､管理運営、整備手法､建設場所などに関す

る議論が幅広く行われた｡平成23年３月には､高知県と高知市に基本構想報告書が提出され､高知県

と高知市は、この報告書を受けて、３施設それぞれの基本構想を策定した。

こうした動きに併せて､平成23年１月には､｢新図書館等複合施設のあり方検討委員会｣を設置し、

３施設を複合施設として整備するために必要な議論も行われた。

この基本計画は、３施設の基本構想検討委員会とあり方検討委員会の議論を踏まえ、基本構想を基

に新しい施設力糊待される役割を果たしていくための、基本コンセプト、サービスや運営の考え方、

建物の規模や機能構成等を示すものであり、今後、基本構想及び基本計画を基に、基本設計･実施設

計・建設工事・開館準備に取り組んでいく。

I



□

憂合

１基本コンセプト

新しい複合施設では､県立図書館と市民図書館本館､新点字図書館、こども科学館(仮称）（以

下、「こども科学館」という｡）の４館を効率的に配置し、相互に連携を図る゜

複合施設として整備することにより、様々な人々の交流が深まり、県内の生涯学習や文化の発

展に寄与するとともに､県民･市民の暮らしと仕事の中で起きる様々な課題解決を支援する知的・

文化的な基盤とする。

・県立図書館と市民図書館本館は、それぞれの役割分担を明確にしながら連携してサービスを

提供することにより、県民６市民の読書環境･情報環境の充実を図る。

一新点字図書館は、より幅広く視覚に何らかの障害のある県民・市民への読書支援や利用者の

ニーズに応えられる情報提供の拠点施設としての役割を充実させていく｡

・こども科学館は、次代を担う創造性豊かな人材の育成を図り、科学的な見方や考え方を養う
知的創造活動の場を提供する。

２共通事項

（１）災害への備え・避難所機能

・災害時に緊急避難場所（津波避難ビル）として活用できる機能を持ち、停魑時にも一定時
間対応できるように自家発電装置を整備する。

・複合施設本体は免震機能を備え、書架等には耐震対策を施す６

・複合施設内の諸室等の配置については、津波による浸水の影響を考慮する。
・効果的な浸水対策を施す。

.．特に、資料保存スペースについては､浸水・雨漏り・漏水等への対策を施す６

・消火設備は、資料・機器類を極力傷めないように配慮する。

（２）障害者等対応（＝パーサルデザイン）

.「高知県ひとにやさしいまちづくり条例｣や「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進
に関する法律jなどを遵守し、誰もが自由に行動でき、安全で快適に過ごすことのできるユ

ニバーサルデザインの考え方に沿った、利用しやすい環境を目指す６

（３）周辺の景観との調和

・追手筋のまちなみや教育・文化施設と調和した形状、色彩等となるように工夫する。

（４）環境や省エネルギーへの配慮

・環境への配慮と、施設の粥樹寺管理に要する経費を軽減するために、自然エネルギーの利用

や省エネ型の機器の導入、採光などの工夫を行うとともに、屋根や外壁等の断熱性の向上を
図る。

（５）中心市街地活性化への寄与

・周辺は、中心商業地域であり、歴史･文化･教育施設が立地する文教地域でもあることか

２



ら、多目的広場、遊歩道などと一体的に整備することで、周辺地域との融合を図り、中心市

街地活性化に寄与する。

（６）地場産材の活用

・内装等の可能な箇所への地場産材の活用を図る゜

（７）ホール等の利用の考え方

・ホール等は、図書館・科学館それぞれの利用を主とするが、県民・市民の文化活動にも利

用できる空間として整備し、中心市街地活性化に寄与する。

（８）共用スペースのあり方

・複合施設のエントランスは、総合案内を置き、利用者の基本動線に配慮する。多くの人々

が集う空間として、幅広く活用できる交流スペースとする。

・エントランスの付加機能として､喫茶スペース､コインロッカー､傘置き場を設置する(喫

煙コーナーは建物外への設置を検討)。

・トイレは、オストメイト（人工こう門又は人工ぼうこうを造設している人）対応設備、洋

式・和式子ども用のものを設置するなどの配慰を行う國

・授乳ができるスペース、抄辮電話が使用できるスペース、談話などができるスペースを設

ける。

(9)館内情報システム

ア利用者への情報提供のシステム

・障害者等を含め、様々な利用者が望む情報を分かりやすく提供できるように、情報提供

システムを構築する。

イ業務用イントラネット等

・４館では、多数の職員が異なる体制で勤務することとなるため、業務用イントラネット

等を構築し、情報の一元化・効率化を図る。

(10）その他

・それぞれの施設は、運営の方法や開館日時等が異なる場合が考えられるので、独立して運

営・管理することができるように、動線やセキュリティゾーンを構成する。

・サイン計画は、分かりやすい図表示、外国語にも配慮した表記を行う。

・４館が連携しながら効率的に各館の運営･管理を行い、複合施設としての相乗効果を発揮

するために、連絡調整会議を設置する。

ｑ複合施設の愛称は、公募により決定する。

３



Mmi簿ii瞳ii鍵

１新図譽館のコンセプト

新しい図書館は、これからの高知を生きる人たちに、それぞr1ｶ球める力と喜びをもたらすも

のでなければならない。

県立図書館と市民図書館本館の合築により、それぞれの役割と機能を果たしながら、共通する

業務を一体的に行い、独自の機能をこれまで以上に発揮し、県民・市民の利便性を高め、充実し

た図書館サービスを提供する。

＜図書館合築の基本的な考え方＞

県立図書館、市民図書館が連携し、それぞれの機能を発揮しながら、次のような図書館を目指

すｂ

（１）県民・市民の資料要求に応え、課題解決の詞愛ができる図襲館

・司書の専門性の向上を図る゜

・レファレンス・サービス（図書館資料による調査･研究の支援サービス）の充実と利用促

進を図る。

。［Ｅ力）

を図る。

・課題解決支援サービスの充実と強化を図る。

４

項目 基本的な考え方

施設 ・開架や貸出し・閲覧において、県市の区BⅢのない-つの施設とする．

組織等

．新しい図書館には､県立図書館、市民図書館の二つの組織を置く。

・県の貸出し等の直接サービス業務は市に委託等により､市民図書館が行う。

・レファレンスやＩｉｉ報ネットワークなどの業務は共同して行う。

開架ｽペース

・開架謹架(収蔵能力30万冊以上）には､県市の所有に関わりなく資料を

系縄i，に並べる。

・共通の図書カードで､県市いずれの資料も手１１用できるようにする。

書庫 ・県市に必要な書庫を整備し、県市が共用して蔵書を管理する。

資料の購入 ・県市で選書の調整を図りながら購入する。

利用者の範囲や

サービス内容の統一
・県市のルールを統一し、サービスを充実する。

図書館情報システム ・県市の所有図書に関わりなく蔵書検索や貸出し予約のサービスを行う。

物流ネットワーク
・県立図醤館の物流便を開館日は毎日行うなど、サービス内容の充実を図

る◎

図警館利用に障害の

ある人へのサービス

・箸(i三掴去改正の趣旨を踏まえ､新点字図瞥館と連i慨し､図議創:幅に障害の

ある人へのサービスのｦt冒巨を図ろ．



(2)情報提供機関として地域を支える図譽館

・地域や住民の自立的な判断に役立つ多様な資料・情報の充実と提供体制を確保する。

・ハイブリッド型図書館（紙媒体と電子媒体の双方を提供する機能を持った図薔館)の実現

を図る゜

・各種団体・関係機関との連携・協力によりサービスを拡大する。

・高知県に関連するi鋼５１を充実･活用し、県民・市民の郷土に対する関心や理解の向上に寄

与する。

・高知県ならではのテーマを定めた資料を整備する。

（３）セーフティーネットの役割を果たす図書館

・家庭での学習が困難な子どもたちに対して、図書館資料を活用した学習の場を提供する。

・各種の資格を取得するための資料や、就職支援につながる情報等を提供する。

・県内の病院や社会福祉施設等で図書を検索し借りることができるサービスを提供する。

（４）進化型図書館

に対応して二柔軟な図書や県民・市民のニーズの変化型情報通信技術のiｆ・社会の変{

館サービスを倉慥し、展開する図書館を目指す６

（５）図書館利用に障害のある利用者に配慮した図書館

・誰もが支障なく利用できる図書館を目指すｂ

２新図寶館の組織･運営等

（１）組織のあり方

・県立図書館､市民図書館はそれぞれの役割と機能を果たしていく必要があり､県立図書館、

市民図書館の二つの組織を置き、役割分担を明確にしたうえで、両館が連携して業務を遂行

する。

（２）運営等

ｂ県と高知市力轤切に業務分担と連携･協働を図りながら、運営を行う。

・人材育成を重視し、研修･研究活動の充実を図り活性化させる。

・直接窓口サービスは、責任の所在を明確にしたうえで、両館の職員等で連携・協力して行

う。

・県全体に関わるもの、特に県内市町村支援については、県立図書館が行う。

・資料の直接貸出しと高知市内全域の図書館サービス・システムの充実・発展については、

市民図醤館が行う。

・図書館専門家等による多様な観点からの評価を定期的に行う。

・両館の連携を強化するため、両館長、図書館専門家等で構成する調整機関を置く。

５
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（３）組織・運営の基本的事項

ア直営の堅持

・図書館の根幹に関わる業務は直営を堅持し、指定管理者制度は導入しない。

イ専門職の確保

・図書館の専門的な業務に携わる職員は、司書を中心とした職員構成を基本とする。

・県立図書館は､職員に占める司書の割合を高める。市民図書館は、専門職制度を導入す

るとともに、職員に占める司書の割合を高める。

・司書には､新しい図書館サービスを構想･企画する力が求められるため、専門分野を持

ちつつ、広い視野で業務に換わることができる司書を計画的に育成する。また、情報技術

や課題解決支援サービス等の専門領域に強い人材育成に、開館前から計画的に取り組む。

ウ県市の体制

・両館の果たすべき役割と機能、責任の所在、命令権者、業務分担を明らかにした体制づ

くりを行う。

・利用者数や提供サービスなどに応じた適TFな職員配闘に努める。

エ館長の役割

・新図譜館は二人館長制となるため、役割分担と意思決定の仕組みを事前に調整する。

．新しい図書館づくりを進め、円滑な運営を行っていくうえで、重要な役割を担う両館長

には、貿任ある図書館運営に必要な権限を持たせる。

オ協定書の締結

・県立図書館、市民図書館の役割と機能､運営方針や運営体制、人員配置計画、責任区分

などの新図書館の運営に関わる基本方針について、県市で協定書を締結する。

力調整及び点検・評価

・運営に関する点検･評価のために第三者機関を置くとともに、調整機関や図書館協議会

で確認を行う。

３新図書館における県立図書館と市民図書館の役割と機能

（１）県立図書館の役割と機能

ア役割

・市町村立図書館の設置の促進や既設図書館への支援を通じて、県内の読書環境を充実さ

せる。

・県内外の図書館等の関係機関との連携・協力を進め、国内・世界との情報格差の解消を

図る゜

・読書活動の推進はもとより、調査･研究への支援、

イ機能

（ア）高知 ･保存センターとしての機能蔦ＣＭ胃報拠点及び資料の蓄籟

ｑ多様な図書･雑誌・新聞やデータベースなどの収集・整理・保存、調べ学習や調査・

研究の支援、資料の貸出しを行う。

・高知県ならではの自然・文化･産業等に関する資料を重点的に収集するとともに、関

係機関と連携･協力し、幅広く資料を収集する。
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・市町村で保存しきれない資料なども保存する貴料保存センターの機能を備える｡また、

蓄積した歴史的資料をデジタル化し、

をはじめ、国内、世界に向けた情報発信の基地となるように努める。

・これらの図書館機能を果たすためにふさわしい資料を確保する。

(ｲ）地域や県民の課題解決と多様な学習への支援

・県民の仕事や暮らしに役立つ情報､課題解決に役立つ情報を取り揃え、利用諭f有効

活用できるよう分類・目録を整備し､効果的な配列､展示などを行い､付力Illmi値を高め

て提供する。

.取り扱ったレファレンス・サービスに関するデータベースやパスファインダー（ある

テーマに関する資料や情報を探すための手順を簡単にまとめたもの）を作成し､調べ学

習や調査･研究を支援する。

・各種団体や関係機関と連携･協力し､豊富な悩報資源を活用したビジネス支援や医療・

健康情報などの地域課題に関する展示、セミナー、講演会等を開催する。

(ウ）図書館ネットワークの構築と市町村立図書館等への支援

・人的･物的支援を通じて市町村立図書館等の振興を図り、県内全域の読書環境、情報

環境を大幅に改善する。

・市町村への支援を強化するため、県内をブロックに分け、それぞれに担当職員を配置

し、地域の公立図書館や学校図書館に対して､日常的にきめ細かな支援を行う。

。また、県内・公立図書館のない町村に設置を

外の各種図書館等との連携・協力を進める。

ａ情報ネットワーク

関のに、。●

係機関・団体とのコンピュータ・ネットワークを整備･拡充していく｡

市町村立図書館等の電算化を支,｡’館梢ロ.,‐….するブ●

援する。

ｂ物流ネットワーク

・市IHT村立図書館や県立学校図書館等に対して、利用者の希望する図書等を開館日

は毎日発送することができる物流体制を構築する。

・市町村・大学・県立学校等の図書館との協力貸出しや相互貸借のネットワークを

強化する。

(。子ども，若者の読書活動の支援

・児童書を全点購入し、市町村立図書館等の職員力年に取って選定できるようにするこ

とで、職員の選書能力を高め、児童サービスの充実を図る゜

.読み間かせボランティアなど、子どもの読書活動に関わる人材を幅広く養成する。

・中高生を中心とした若者に対しては、様々な分野への興味・関心を育てる資料などを

幅広く揃え、成人まで読書習慣を維持し、自己実現のために活用できるようにする。

(オ）学校への支援

・市町村立小中学校に対しては､市町村立図書館等を通じて支援を行うが､図書等が不

足する場合には、一括貸出し等の支援を行う。また、県立・私立学校等に対して一括貸

出しを行う。
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(力）図書館利用に障害のある人へのサービス

・身体障害等により来館することが困難な人に対して、宅配サービスを行う。

、市町村立図書館等においても、障害のある人へのサービスを実施できるように研修を

行うとともに、相談に応じる。

(ｷ）多文化ｻービス

・市町村立図書館等においても、多文化サービスを提供できるように、図書の長期貸出

し等を行うとともに、選書や組織化（整理）の相談等に応じる。

(ク）新たな図書館サービスの創造

・社会や県民ニーズの変化に対応し、常に新しい図書館サービスの創造に努める。

(ケ）図書園職員の育成

・県内の公立図書館職員の能力を高め、各図書館を活性化していくために、県内外の公

立・大学図書館、海外の図書館も視野に入れた人箪茂§流を計画的に実施する。

・公立図書館と学校図書館の職員研修の体系化や研修内容の充実により、人材の育成を

図る。

コ
ア

ー

2）市民図書館の役割と機能

ァ役割

・図書､記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般公衆の利用に供し、そ

の教養、調査､研究、レクリエーション等に資し、もって個人の完成と市民社会の発展に

貢献する。（｢高知市立市民図書館条例」第１条より）

イ機能

（ア）直接サービス

・多様な蔵書構成と快適な開架･閲覧スペースを提供し､直接サービスの向上に努める。

（イ）資料情報の集積・提供

・図書、雑誌､新聞、データベースなど､県民・市民の調査研究に資するj艶lsI及び高知

県に関する資料を集積・提供する。

け）課題解決の支援

・基本的なレファレンス資料を揃え、利用者の調査･研究を支援する。

に）図脅館システムの運営

・６分館･'5分室、２台の移動図書館とのネットワークの充実を図りぃ高知市内全域で
図書館サービスを展開する。

（ｵ）子ども・若者に対する読譽詞愛

・子どもと本の出会いにつながるサービスを展開する。

.中高生を中心とした若者に対しては、様々な分野への興味・関心を育てる資料などを

幅広く揃え、成人まで読寄習慣を維持し､自己実現のために活用できるようにする。

（力）学校への支援

・高知市立学校との連携を密にし、現場で求められる資料を提供する。また、様々な相

談に応じるとともに、相互に研修を企画し、知識や技術の向上に努める。

・高知市内の県立・私立学校等に対して一括貸出しを行う。

（キ）視聴覚ライブラリー

・学習・教養に資する視聴覚資料を収集し、利用者に提供する。

８



(ク）こども科学館との連携

・こども科学館と連携して､県民･市民の科学に対する興味を高める資NSIの充実を図る゜

(ｹ）図醤館利用に障害のある人へのサービス

・新点字図書館等との連携により、対面音訳を行うとともに、大活字本やデジタルデー

タなどi鰯sｲを利用する人が求める方式でサービスを提供する。

(．）多文化サービス

・在住外国人や研究目的の利用者を対象に、外国語の資料を収集する。また、相互理解

主国際交流などを意識した展示等を行う。

新図醤館において実施するサービス及び業務

(1)来館者警へのサービス

ア資料情報の提供（貸出し・閲覧･予約）

・資料を貸し出し、又は閲覧に供するとともに、予約サービスを積極的に受け付ける｡、

イレファレンス、サービス(調査･研究の支援）

・専用窓口等を設けて司書を配置し、サービスの提供体制を強化する。

４

(2)各種支援拠点としてのサーピス

ア県内市町村支援（県立図書館機能）

・市町村Tr図書館や公民館図書室等に対する協力貸出しや長期貸出し、レファレンス・サ

ービス等に関する研修を行うほか、職員が訪問し、選書や組織化（整理）等の相談にも応

じることで、運営やサービスに関する支援を強化する。，

イ高知市全域サービスの拠点（市民Ba聾館本館l畿能）

・市民図書館本館・分館・分室間での図書等i錨ＧＩの総体的な活用をはじめ、分館･分室に

対する研修の実施や情報伝達、レファレンスの支援等を行う。また、移動図書館の運行を

行う。

ウ子ども読薔活動の支援拠点

・子ども読書活動の支援拠点として、活動の支援者を支える蔵書の充実や研修・学習会の

実施、各種ツールの作成・配布を行う。

・情報・オする

エ学校図書館との連携･協力

・高知市立学校に対する図書の貸出しやレファレンスの協力（市民図書館機能)、県立学

校等に対する同様のサービス（県立図書館機能）を実施する。

（３）悪罵貴・保存拠点としてのサーピス

ア高知県資料保存センター機能(県立図櫻館機能）

・市町村立図書館等で保存しきれなくなった資料のうち、保存価値のあるものを集約して

保存し、全県的な利用に供する。

イデジタル資料の作製・窺貿・提供

・高知県関係資料（郷土資料）で可能なものはデジタル化を進め、ウェプ・サイトで閲覧

９



▽

できるようにする。 Ｃ

ウ電子書籍閲覧･貸出しサービス

・先進事ImRp標準化の動向を見極めて対応する。

エ歴史的資料の保存

・県立図譜館、市民図書館の現状を踏まえ、歴史的資料の収集・保存に一定の役割を果た

す６

(4)課題解決支援サーピス

アビジネス・産業支援サービスｑｉ称）

ビスの企画・実施.】ら第三： hロに資する資料・梢
、

●－些一

収集・#する。

一夕ペースをしめとする寵を躯

利を図る。そためにＬＬ．フシー上のログラムを

する。人材ｉ，ロﾛ団体と

･雑誌とともに、,Ｆご資する資料 資格瓦 のため鈩蒋、●

収築司

イ健康・轟凶腎報サービス（仮称）

卜やデ‐に資すを． ・パンフレ､、 夕ペース等により提供する。

者年力Ｉょ知ＥＥ．'られる.、ルョいプ

スト等をｊ報リテフシーロのためのプログラム。。

２を図るため．ジネスーヱｓｚⅡヒス
■■

宇笥一

収集・提（

是・市民が』 村えること力きるように ･パンフレット等を収 ■=Ｌ●

関係者ょ資料 すぐ聴

る。

埋にする・燗

(5)利用者や対象資料等により区分されるサービス

ア児童サービス

・子どもが直接手に取ることのできる、新鮮かつ幅広い図書を収集・提供する。

・子ども室（仮称）は、閲覧コーナーから独立した窓口・スペースと蔵書を持つ。

・市IHT村等の図書選定に資するために、児童書を全刺僻入し、一定期間、選定見本として

供するとともに、一部巡回等も行う。

・子どものリテラシーの口上を促こめ、窓口サービスので日｝こを←うと
｡

平た体叩ログラ

ヒスするとともに、

を実施する。
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イヤングアダルト・サービス（青少年サービス）

.様々な分野への興味･関心を育てる樹eisIなどを幅広く揃え､成人まで読書習慣を;鱈寺し、

自己実現のために活用できるようにする。

ウ高知県関係資料（郷土資料)・情報の収集･保存･提供

・図書や雑誌､新聞のほか､パンフレット、地図等を収集･組織化(整理)・保存･提供す

る。

エ図書館利用に障害のある人へのサービス

・図書館の利用や読書に何らかの障害を有している方を対象に、大活字本やデジタルデー

タなど利用者力球める方式で資料を提供する。また、対面音訳、レファレンス・サービス

等も行う。来館が困難な利用者に対しては、宅配サービスや、障害に応じて資料を変換し

データを配送(配信）するサービスも行うものとする。

オ多文化サービス

・在住外国人や研究目的の利用者を対象に、外国語の資料を収集する。また、相互理解や

国際交流などを意識した展示等を行う。

(6)職員薑の育成･研修等

。’ログラ，、上を図,｡’貝全体の水準上を目

町村一■

●

Ｈ成を十

司る人材の

ヱターした乱ると１１１“′￣

(Z）

情報フシーの向上窪図冠，

及ZNi；幼の相互ｏｆ･産

ムを実施する。

回 その他

新しい付加価値を提供する情報サービスを企画・jiE用する。

図書館サービスの利用促進と読書活動の推進のため、様々なＰＲ活動を行う。

図書等の利用促進､各種の情報提供､人的交流の促進のため､集会､行事､展示等を行う。

●
●
●
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⑪

５サービス目標とそれに伴う人員体制の基本

（１）サービス目標

・直接貸出しは､平成22年度実績の２倍以上を目指す(平成22年度実績:両館で約55万点

（分館・分室を除く))｡．

・市町村壷図書館等（高知市民図書館を除く）における貸出しが、新図霞館開館後5年以内

に､平成22年度実績の平均2倍以上に引き上げられるように､協力貸出しや長期貸出しに

より支援していく（平成22年度実績（平均)：－人当たり2.2冊)。

・レファレンス･サービスは､平成22年度実甑iの約２倍の年間３万件に増加する可能性があ

ることから、利用者に満足されるサービスを提供していく。

・予約サービスは､平成22年度実績の３倍の年間４万件以上に増加する可能性があり、予約

された資料は、基本的に他県に依存することなく、新図書館又は県内の図書館で提供できる

ようにしていく。

（２）組織における人員体制

ア職員構成の考え方

・レファレンス・サービス等の専門性の高い業務､企画力が求められる業務､経験力泌要

な業務など、中核となる業務には司書を配置する。

一両館職員の人事交流を積極的に行い、図書館業務全般の経験の議潤iやスキルアップを図

る゜

・定型業務の省力化を進めるなど、効率的な運営に努める。

イ県立図書館の組織と人員体制

・レファレンス・サービス、研修企画、市町村支援等は司書を中心とした職員が行う。

・市町村支援を行うには図書館全般の業務経験が必須であることから、司書は､新図雷館

すべての業務を経験するように､計画的な人材育成を行う。

ウ市民図書館の組織と人員体制

ｂ窓口サービスや分館・分室･移動図書館との一体的運営、高知市立学校等との連携・協

力は司書を中心に行うとともに、県立図霞館の職員と協働してレファレンス業務などを行

うことで司書の力量を高める。

（３）各業務における人員体制

以下の方向で検討を行う。

ア窓口等の構成と体制

・増大が見込まれる貸出し、予約、レファレンスは、専用の窓口を設けるとともに、セル

フ式機器を導入し、窓口の分散を図る゜

・子ども室（仮称)、高知県関係資料（郷土資ＩＳＤ室、ビジネス・産業支援サービス（仮

称）スペースに専用窓口を設ける。

・返却や予約、書庫出納は、窓口やパックヤードにおいて、分業化して効率的に業務を行

う。

イ市町村支援（県方図書館樋iiIp

・市町村立図書館や公民館図譜室が掲げる目標の達成に資する支援を行うため､県の東部・

中部・西部それぞれに担当職員（司書）を置く。
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ウ市民図嬰i直分館・分室･移動図書館宝援(市民図譽i贈本館機能）

・本館・分館・分室間の資料配送業務に従事するスタッフを置くとともに、移動図書館に

対しても、選書・配本所管理等の担当を配畷する。

エ図書館利用に障害のある人へのサービスの展開

・対面音訳を実施・コーディネートするスタッフや、資料の変換とその作業をコーディネ

ートするスタッフ、配送に携わるスタッフを置く。

オ様々な課題解狭支援サービスの展開

・課題解決支援サービスを効果的なものとするために、様々な場所へ出て行くこと（アウ

トリーチ）のできる司書を配置する。

力高知県関係資料(郷土資料)・情報

・高知県関係資料(郷土資料)・情報の研究が必要なため､窓口担当者のほかに専門的知識

を持った職員を極く。

キ資料･情報の組織化(整理）

・ＭＡＲＣ（書誌情報データ）を入手できない資料については、書誌作成専門の司書を置

く。ＭＡＲＣを入手できる資料については、分業化して効率的に業務を行う。

ク資料･情報の保存・嶽里

・パックヤードで書庫出納に従事するスタッフ、書架整頓、返本作業に従事するスタッフ

を置く。

ケデジタル資料、図瞥館情報システム及びネットワークの活用

・図書館資料のデジタル化や市町村とのネットワーク化を推進するため、専門知識を持つ

職員・スタッフを配置する。

．,その他

・効果的なＰＲを行うために中心となる職員を置くとともに、関係機関、外部サービスと

の連携を図る゜

６新図寳館の資料､【集及び保存

'二鱗豊
●

村一m『＿ ヒス活る資料ンター
岳

民図書館と資料構成の相互

雑誌、新聞など多様な資料補完を図りながら、データベース、専門書なども含め、図書､雑誌、新聞など多様な資料

を幅広く系統的に収集する。

・課題解決型図書館として、専門機関と連携・協力しながら、資料の整備を図る゜また、

高知県の特性やiUN題に応じた分野（一次産品の改良や加工、観光、少子・商齢化等）につ

いては、重点的な収集を行う。特に、高知県関連図書や資料については、網羅的に収集を

行う。

なお、図書館利用に障害のある人へのサービスのための資料については、新点字図書館

等との役割分担を考慰しながら収集する。

イ市民図書館

・県立図書館と資料構成の相互補完を図りながら、多様な形態のものを幅広く収集する。

1３



■

特に、高知県に関する資料については網羅的に収集を行う。

（２）保存方針

ア県立図書館

・遡及的調査に応えられるよう、収集した資料は、全タイトル１点は保存する－

・高知県関連資料については、貸出し・閲覧用とは別に１点保存する。

・市町村立図書館等の求めに応じて必要な資料を保存する．

・現物保存を原則とする。

・高知県関係資料等の一部の資料については、現物保存に加え、代替資料として電子化を

推進する。

イ市民図習館

・本館所蔵資料は、原則として除籍等は行わず（書庫内にて保存する。

・高知県関係資料については、貸出し用とは別に１点保存する。

(3)収集に関する留意事項

ア収集･活用の考え方

・図書館利用に障害のある人や多文化社会に対応するため、ｉ瓢ｓＩの電子化や各種電子メデ

ィアを活用するなど、有効な方策を展開する。

イ著作権及び出版事情に関する留意事項

・著作権法改正を踏まえ､従来からの紙の資料と電子謹籍をバランスよく収集するともに、

データベース等の情報ネットワークを介した情報源の提供も積極的に行う。

（４）各種資料（メディア）別の計画

ア図書

け）児童薔

・市民図書館本館では､所蔵資料の増加に努め､分館･分室と一体的に収集､複本購入、

買い替え等を行う。

・県立図書館では全点収集を行う。なお、収集した児童書を一定期間、市町村立図書館

等の職員・スタッフの選薔の参考とするためず手に取って見ることのできる別室（又は

コーナー）を設ける。

（ｲ）一般成人向けの図書

・新書、文庫、その他の一般的なシリーズ（叢書）等は多くの種類を収集する。

.、各分野の学習に役立つ蔵書構成を確保し、様々な業務で必要とされる専門書も収集す

るなど、新しい情報が得られる資料収集を継続する。

・市町村支援に提供するものや市民図醤館分館・分室等に配布するものも合わせ、新図

書館全体で、年間出版点数のうち蔵書とするものの割合を５割以上まで順次引き上げて

いくことを目指す６

イ雑誌・新聞

・雑誌は、2,000タイトル以上の収集を目指す６

・新聞は、一般紙とともに業界紙の充実を図る゜
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ウ高知県関係資料（郷土資料)・情報

・高知県関係の資料・情報は、幅広く収集する。古文書等の歴史的資料は、関係機関と調

整して収集・保存する。

・貴重な資料はデジタル化を進め、インターネットを通じて幅広い利用を可能にする。

エ科学系資料の充実

・こども科学館との連携･協力を図るため、科学系の図書･雑誌等を充実していく。

オパッケージ系デジタル資料

・高知県関係資料(郷土i鰯s､、その他のもので著作権処理をしているもの､デジタル化し

て販売しているもの、図書館利用に障害のある方のためにデジタル化したものをバランス

よく収集する。

カネットワーク系デジタル資料

・高知新聞のほか、大手全国紙のデータベースを揃える。

・ビジネス・産業支援サービス（仮称)、健康・安心情報サービス（仮称）に活用できる

各種データベースを揃える。

・インターネットによる情報資源を利用者に分かりやすい形で提供する。

キ視聴覚黄料

・学習・教養に資する視聴覚資料を収集し、利用者に提供する。

クパンフレット・リーフレット等

・高知県関係資料（郷土資料）は、パンフレット・リーフレットも積極的に収集する。

・高知県の観光情報を収集するとともに、他の地域･外国のものも必要に応じて収集・配

布する。

・ビジネス・産業支援サービス（仮iiO、健康・安心情報ｔｊ－ビス（仮利，、行政サービス

や各種の生活支援情報等､必要なものを幅広く収集・配布する。

ケその他（紙芝居等）

・紙芝居の充実を図るとともに、触る絵本や布の絵本等も収集･貸出しを行う。

７新図書館におけるコンピュータ・システム（図書館情報システム）

（１）全体方針

～新図書館の館内はもとより、ウェプ･サイトを通じた情報発信、市民図書館分館･分室・

移動図書館への通信ネットワーク、市町村立図書館等への情報ネットワークを総体的に整

備･運営し、蔵書検索などの利便性の向上と業務の効率化を図る゜

・利用者のニーズや利用傾向の変化、今後普及が想定されるデジタル資料に対応可能な利用

者サービスの提供に関する環境を整備する。

(2)コンピュータ・システム整備の基本方針

ア利用者利便性の向上

・所蔵資料の検索、予約が、図書館内やインターネットを経由して、誰でも簡便にできる

だけでなく、Ｉ鴇i報の高度利用や加工が可能な利用者に対しては、情報の取捨選択が可能な

環境を提供する。

・図書館内においては、インターネットの閲覧・接続環境を無料で提供する。
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⑰

イ利用者の新しいニーズに対応した、デジタル資糊是供の環境整備

・各種商用データベースを拡充し、提供する。

・電子書籍をはじめ、音声や動画など多様なデジタルi鋼GIを、館内外へ提供できる環境を
整備する。

ウ業務効率化の推進

・既存のバーコードに加え、ＩＣタグの導入により蔵書管理の効率化を図る。

・資料の貸出し・返却、選書､.受入れ及び蔵書点検などの業務については、省力化やペー

パーレス化の推進を図る゜

・携帯型の情報端末等をコミュニケーション・ツールとして活用し、業務のスムーズな連

携を図る゜

・窓口の分散化やプライバシーの保護につながるセルフ式機器を導入する。

・ＰＯＳ（販売時点情報）システムに類似した、個人が特定されない利用履歴情報を統計

的に収集・分析して選書に生かすなど、図書館利用の拡大につなげる。

・ＢＤＳ（貸出し手続き確認装置）を導入し、蔵書管理の省力化を図る゜－

エ市町村立区鴎館等の電算化の支援(県立図譽館機能）

・図書館業務やデジタル資料管理の面からの支援を市町村立図書館等の状況に応じて行う。

オ市民図書館分館･分室・移動図書館に対する支援(市民図書館本館樫廻

・分館･分室・移動図書館を新図書館のコンピュータ・システムに含め、貸出し・返却情

報､所蔵資料情報、利用者情報等を一括して管理する。

（３）高知県関係資料(郷土資料）への対応

・高知県関係j鋼elQlII土資料）の収集・提供・保存機能の充実を図る一環として、必要な資

料のデジタル化やデジタル資料の保存・発信を行うことができる環境を整備する。

(4)Ｉ議囲発信基盤としての新図書館ウェブ･サイト

・情報発信基盤として、ウェプ･サイトを通じて多様な情報を提供するとともに､来館が困

難な利用者に対して情報提供を行い、市町村立図書館等を通じた資料の利用を促す趾

(5)新図書館の外部との連携

・市町村立図書館等に対して、コンピュータ・システムの活用による図書館サービスの向上

を支援するとともに、学校図書館のコンピュータ・システムとの連携を検討する。

・各種機関等が実施するインターネットを活用した事業への参カル協力を行う。

８新図書館のサービス・業務を実現するために必要な施設･設備

（１）基本方針

・各フロアは分かりやすく構成し、利用者が使いやすく、職員も働きやすい施設とする。

・図書館の発展、利用の変化に対応できる施設とする。

・県立図書館と市民図書館それぞれの資料の物流システムに配慮した機能的な構造とする。

1６



(2)新図譽館におけるゾーニングと主要動線

.｛利用者ゾーン｣、「サービス・業務ゾーン｣、「書庫ゾーン」の大きな３つに区分し、「サー

ビス・業務ゾーン」は、「利用者ゾーン」と「書庫ゾーン」のどちらにもアクセスしやすい

ように配樋する。

ア利用者ゾーン

.「開架スペース」と「閲覧スペース」があり、「閲覧スペース」は、「閲覧室」として独

立したもの、部屋としては独立していないが開架スペースと隣接・連動させたスペース、

「開架スペース」内に分散配置したもの等を組み合わせるなど、多様な形態を用意する。

・利用者の利用形態は、「短時間利用型」と｢滞右ﾖ１用型｣の大きな２種類力零えられる。

け）短時間利用型

・資料の返却や予約した資料の受取り、昼休み等を利用した新聞･雑誌等の閲覧､電

話帳や地図を調べるといった簡便な用事での来館などが考えられる。

・利用』iii線は、短距離かつ待ち時間をできるだけ短縮できるようにする。

（イ）滞在利用型

・多くの図書館資料、ウェプ･サイトやデータベース等を相互に参照しながら、時間

をかけて調べものや学習をすることなどが考えられる。

・利用動線は、頻繁に移動しなくても済む環境を整えるとともに、特に、調ぺものに

使う資料に短距離でアクセスできるようにする。

イサーピス・業務ゾーン

゛・専用のデスクや作業場を用意して作業の効率化を図る゜

・職員・スタッフの動線は、「窓口対応型」とそれに連動した「フロア型や「パックカウ

ンター型、市町村支援のための協力貸出し、分館･分室への配送､それらの返却資料の処

理など物流を主とした｢支援･物流型｣、窓口とは切り離して､資料の選定･受入れ･分類・

目録等を行う｛資料組織化型」に大きく分かれる。サービス・業務の引渡し時点で、各動

線が無駄なく接続できるようにする…

(ア）窓ロ対応型

・レファレンスと貸出し・返却とで専用の窓口を設けるとともに、窓口間の連携もス

ムーズにできるようにする。

・他の職員・スタッフに適切にサービス・業務を引き継いだり、代替員が入りやすい

ようにする。

(イ）フロア型

・返劃潰料を書架に戻す作業を主とするが、フロアでの利用者対応（i罰sI検索機の利

用案内や書架の案内)と窓p等への誘導､窓口業務の引継ぎ(書架の案内等)も行う。

(ウ）バックカウンター型

・予約取置き資料の取出しや灘庫出納などの窓口業務と直接的に連動する動繍と、予

約資料を確保・連絡し、配列するといった一連の業務の動線がある。作業中に利用者

が来館した場合は、すぐに窓口に引き渡すことができるようにする。

(エ）支援･物流型

・多量の資料の物流の1M線となることから､協力貸出し等の資料の搬出入や返却処理、

予約や相互貸借で分館・分室、他の図書館から集めた資料を窓口に渡す動線を効率的

に配極する。
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